
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４５０４

基盤研究(B)

2014～2011

インド洋海域世界における港市の空間的連関・伝播・融合・転成に関する研究

Research on the Linkage, Propagation, Syncretism and Transformation of the Spatial 
Formation of Port Cities in the Indian Ocean World

４０２８５２４２研究者番号：

山根　周（Yamane, Shu）

関西学院大学・総合政策学部・准教授

研究期間：

２３４０４０２６

平成 年 月 日現在２７   ６ １６

円    14,700,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、インド洋海域の港市において、イスラーム・ネットワークやインド商人のネット
ワークに着目し、都市、建築の空間的特質とその地域的連関等を臨地調査に基づき明らかにした。アラビア海・インド
洋西海域世界においては、グジャラート地方を中心としたインド西部の商人による交易や移住が、東アフリカ沿岸の建
築、都市の形成に大きな影響を与えていたことが明らかになった。一方、ベンガル湾海域世界に位置する東南アジアの
港市では、タミル・ナードゥ地方を中心としたインド南東部の商人や労働者の交易、移住が建築、都市の形成に影響を
与えたことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In this research we investigated the spatial characteristics of architecture and 
urban space of port cities and their linkages between areas in the Indian Ocean World. We revealed that 
merchants from Gujarat and western Indian coast had an impact on the formation of port cities in the 
Arabian Sea and western Indian Ocean area in the mid 19th to early 20th century. On the other hand 
immigrants from Tamil Nadu and south eastern Indian coast had an impact on the formation of port cities 
in Bengal Bay area and Southeast Asia in the 19th to early 20th century.

研究分野： 工学

キーワード： インド洋海域世界　港市　東アフリカ　コロマンデル　ベンガル湾　東南アジア　インド　マレーシア
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

(1)インド洋海域に関する交易史、政治経済史

には多くの研究蓄積がある。家島彦一はそれ

らをふまえ、イスラーム・ネットワークに焦

点を当てることで、一つの大きな歴史的海域

世界としてのインド洋海域世界を提唱した。

本研究は家島の視点に大きな示唆を受けて

いる。 

(2)インド洋海域世界の都市形成史について

は、I.ウォーラーステインの世界システム論

などを受け、西欧諸国による都市建設とその

変容・土着化に関する研究が展開されてきた。 

(3)インド洋に面した内陸世界である西アジ

ア、南アジアの都市に関しては、学際的な議

論が展開され、建築学の分野でも、イスラー

ム世界やヒンドゥー世界の都市空間、住居形

態に関する実証的な研究と議論が重ねられ

ている。 

(4) 東南アジア海域に関しては、いわゆる「港

市論」、「港市国家論」の議論があり、建築学

の分野では、西欧諸国による植民地建設と多

様な土着の民族の居住形態との相互作用に

よる都市形成プロセスや、華人の影響下に形

成されたショップハウスに関する研究が蓄

積されてきた。 

(5)上記の学術的背景をふまえながら、本研究

は、直接的には「インド洋海域世界における

港市の形成と変容に関する調査研究」（H20

～22年度科研基盤研究(B)/代表：山根周）の

成果をふまえている。家島彦一の海域区分に

おけるアラビア海・インド洋西海域世界を対

象とした上記研究では、東アフリカ沿岸から

アラビア半島南岸、ペルシア湾岸、インド西

岸にいたる広大な海域における主要港市の

臨地調査をおこない、インド西岸と、アラビ

ア半島南岸地域および東アフリカ沿岸地域

が、歴史的に緊密な結びつきを維持し、港市

の形成や空間構成に相互に影響を及ぼしあ

っていたことを明らかにした。特にインド西

部のカッチ地方が、19 世紀初頭～20 世紀前

半にかけて、人・モノ・情報の交流において

非常に重要な役割を果たし、諸港市における

都市、建築、住居の構成に数々の影響をおよ

ぼしていたことなどを明らかにした。 

(6)このような背景と経緯の中で、研究対象海

域をアラビア海・インド洋西海域世界からベ

ンガル湾海域世界、南シナ海海域世界へと広

げ、生態系や社会文化的基盤が異なる海域間

の港市の都市、建築、住居に見られる空間的

特性を、諸港市間の相互連関、伝播、融合、

転成といった観点から明らかにし、上述の先

行研究をさらに深化、展開することを目指す

本研究を構想するに至った。 

２．研究の目的 

(1)本研究は、アラビア海から東シナ海までを

包摂する広大な歴史的海域世界であるイン

ド洋海域世界における港市に着目し、人・モ

ノ・情報の多様な交流の中で形成された諸港

市の都市、建築、住居に見られる空間的要素

の相互連関、伝播、融合、転成の実態とプロ

セスを、臨地調査に基づき明らかにすること

を目的とする。アラビア海・インド洋西海域

世界を対象地域として実施した平成 20～22

年度の研究成果をベースとし、対象海域をベ

ンガル湾海域世界、南シナ海海域世界へと広

げ、アラビア海・インド洋西海域世界との交

易、宗教、民族等のネットワークに焦点を当

て、特に近世以降にイスラーム・ネットワー

クやインド商人のネットワークを基盤とし

て形成された港市あるいは港市内の地区を

主な対象として比較考察し、生態系や社会文

化的基盤が異なる海域間の港市における空

間的要素の相互連関、伝播、融合、転成の諸

相を明らかにする。 

(2)本研究ではイスラーム・ネットワークやイ

ンド商人のネットワークと関連の深い i)アラ

ビア海・インド洋西海域世界、ii)ベンガル湾

海域世界、iii)南シナ海海域世界の港市を対象

とし、15 世紀～20 世紀半ばを検討対象時期

として、以下の事項を明らかにする。 

①ベンガル湾海域世界、南シナ海海域世界に

おける港市の都市形成と変容過程の解明。 

②臨地調査に基づく、ベンガル湾海域世界、

南シナ海海域世界における港市の都市空

間構成の解明。 

③建築・住居の形式および諸要素の連関、伝

播、融合、転成の解明。 

④インド洋海域世界の各港市間の政治的、経

済的連関の史的変遷を明らかにし、港市の

空間的連関の史的プロセスを考察する。 

 

３．研究の方法 

(1)各港市の都市構成、建築・住居の空間構成

および空間要素の連関等を明らかにするた

めに、まず①地図、文献資料等を収集、分析

し諸港市の形成過程の整理をおこない、次に

②各小海域内の対象港市の網羅的踏査をお

こなった。さらに③鍵となるいくつかの重要

港市を選定し、主要施設分布の調査、建造

物・住居の実測、聞き取り等を中心とした重

点的臨地調査を行った。 

(2)イスラーム・ネットワークやインド商人の

ネットワークにおいては、宗派、民族、カー

ストなどの集団をベースに交易等の活動が

おこなわれていたことをふまえ、各コミュニ

ティの住区および住居、宗教施設、建築材料、



建築構法、建築意匠等に注目した。 

(3)臨地調査にあたっては、対象港市の網羅的

調査、重要港市における重点的悉皆調査とい

う二段階の調査をおこなった。網羅的調査で

は、イスラーム・ネットワーク、インド商人

ネットワークという観点から、海域内でネッ

トワークの拠点とされてきた港市や地区を

抽出し、重点的調査のための地図資料等の収

集、主要建築物、街区、住居の選定、聞き取

り調査による情報収集等の予備調査をおこ

なった。重点的悉皆調査においては、以下の

三段階の調査をおこなった。 

① 都市施設分布調査およびコミュニティ分

布調査：主要都市施設の分布、街路名称、

街区名称および主要コミュニティの分布

等を調査し、港市の都市空間構造を把握。 

② 街区構成調査：宗教、宗派や民族等のコ

ミュニティが集住する特徴的な街区を数

区域選択し、街区の境界、施設分布、集

住形態等を調査し、街区空間の特質を明

らかにした。また、聞き取り調査等によ

り街区の歴史的変容を把握した。 

③ 重要建築物および住居の実測調査：歴史

的に重要な宗教建築、商業建築、また特

徴的な型式の住居について実測調査をお

こなうとともに、材料、構法、細部意匠

等の調査をおこなった。 

 

４．研究成果 

(1) 23年度は、20～22年度に実施した先行研

究をふまえ、アラビア海・インド洋西海域世

界の東アフリカ沿岸港市における重点的悉

皆調査を行うとともに、ベンガル湾海域世界

における港市の網羅的調査を中心とした臨

地調査を行った。東アフリカ沿岸港市（ラム、

モンバサ、ザンジバル、キルワ）の調査では、

ザンジバルのストーンタウンにおいて、建築

物の構造や用途等の他、屋根形態や扉の表現

に見られる、インドやアラブの伝統的建築様

式およびそれらが融合したザンジバル独自

の建築様式の分布実態に関する悉皆的調査

を行った。かつてアラブやインドから渡って

きた商人コミュニティの居住地区が明確と

なり、ストーンタウンの形成発展プロセスを

明らかにすることができたほか、商人たちの

出身地の建築様式が、どのように伝播、転成

していったかを考察した。また、ベンガル湾

海域世界においては、インド東岸を広くコロ

マンデル地方からベンガル地方にかけて調

査し、主要な歴史的港市（チェンナイ、マハ

ーバリプラム、ポンディシェリ、カーヴェリ

パトナム、トランケバール、ナガパトナム、

トゥティコリン、カヤルパトナム、キラカラ

イ、マスリパトナム、ヴィシャカパトナム、

プリー、コルカタ）を踏査したほか、タミル・

ナードゥ州南部の歴史的港市キラカライと、

古くからの巡礼都市ラーメシュワラムにお

いて、悉皆的調査を行い、歴史的建造物およ

び住居の空間的特質や、宗教別コミュニティ

の分布、都市施設の分布等を明らかにした。 

(2) 24年度は、ベンガル湾海域世界および南シ

ナ海海域世界において歴史的港市の網羅的調

査を行った。調査対象はバングラデシュのダ

ッカ、チッタゴン、ミャンマーのヤンゴン、

インドネシアのスラバヤ、スマラン、ドゥマ

ック、クドゥス、ジャカルタ、バンダアチェ、

メダン、パダン、パレンバン、マレーシアの

ジョージタウン、マラッカ、ジョホール・バ

ル、コタ・バル、タイのソンクラー、パッタ

ーニー、バンコク、アユタヤ、中国の福州、

泉州などである。在地の王室やスルタンのも

と、華僑、インド人商人やムスリム商人、ま

た西欧諸国勢力（ポルトガル、オランダ、イ

ギリス）などによって行われた重層的な都市

形成が、都市空間、建築様式、住空間の構成

に与えた影響を明らかにすることを目的とし

た。 

 ミャンマーでは、ヤンゴンにおいて、タミ

ル地方やグジャラート地方など多様な地域に

出自を持つインド系の人々が、コミュニティ

別に住み分けながら集住している実態が明ら

かになった。 

 インドネシアでは、ジャワ島の港市におい

て、15～6世紀以降イスラームを受容する中で、

それまでのヒンドゥー的伝統を継承した建築

様式が採用されたこと、アラブ系コミュニテ

ィの居住地区が残っていること、またスマト

ラ島の港市において、特にタミル地方に出自

を持つインド系の人々が数多く居住している

ことなどが明らかになった。 

 マレーシア、タイでは、華僑によるショッ

プハウスが全域にわたって多数見られる一方、

インド系やペルシア系、ポルトガル系コミュ

ニティの居住区が存在すること、モスク建築

の様式にインドやインドネシア等との共通点

が見られることなどが明らかになった。 

また東南アジアの港市のショップハウスの

原型の一つと考えられる中国福建省の住居に

ついて、騎楼、手巾寮などと呼ばれる住居タ

イプとその空間構成を明らかにした。 

(3) 25年度は、ベンガル湾海域世界から南シ

ナ海海域世界の港市を対象とし、マレーシア、

ブルネイ、シンガポール、香港、マカオにお

いて調査を行った。 

マレーシアでは、クチン、マラッカ、ペナ

ンの調査を行い、華人およびインド系移民が



マレー系住民と混住しながら、民族ごとの居

住地を形成している実態が明らかになった。

マラッカ、ペナンにおいては、施設分布、建

築形態、コミュニティ分布等に関する悉皆調

査をおこない、各コミュニティの住み分けの

実態や、都市施設の種類と分布に関する詳し

い実態を明らかにした。特にインド系コミュ

ニティについては、インドでの出身地方によ

って居住地や施設分布が分かれていること

を明らかにした。 

ブルネイの首都バンダル・スリ・ブガワン

では、華人やインド系移民の定着が比較的少

ない一方、マレー系住民の比率が高く、水上

集落という特徴的な集住形態を形成してい

る実態を確認できた。シンガポールでは、華

人、インド系、マレー系の他、アラブ系コミ

ュニティの存在も確認でき、当初計画的に分

散されたコミュニティごとの居住地が現在

も継承されている実態を確認した。香港では、

モスク（清真寺）、ヒンドゥー寺院、シク教

寺院、パールシー（ゾロアスター教徒の一派）

の墓地など、インド系移民のための宗教、コ

ミュニティ施設が確認でき、ボンベイやグジ

ャラート地方出身のパールシーが香港開港

後間もない 19 世紀後半には香港に多数到来

していたことが明らかになった。マカオでも、

インドからパールシーやイスラーム教徒の

移住があり、ムスリム墓地の踏査からは、イ

ンド各地の出身者がマカオに渡って来てい

たことが明らかになった。 

(4)研究計画を一部繰越して実施した 26 年度

は、マレーシアのペナンにおいて、コミュニ

ティおよび商店業種の分布に関する悉皆調

査を実施し、華人の会館、公司、宗祠、廟な

どコミュニティ施設の分布の詳細や、華人、

インド系、その他のコミュニティと商店業種

との関連性について詳細な実態を明らかに

することができた。 

(5)本研究では、広範なインド洋海域の港市に

おいて、イスラーム・ネットワークやインド

商人のネットワークに着目し、都市、建築の

空間的特質について調査、分析を行った。ア

ラビア海・インド洋西海域世界においては、

19 世紀～20 世紀前半の、グジャラート地方

を中心としたインド西部の商人による交易

や移住が、東アフリカ沿岸の建築、都市の形

成に大きな影響を与えていたことが明らか

になった。一方、ベンガル湾海域世界に位置

する東南アジアの港市では、中国南部からの

華人の移住が都市形成に及ぼした影響が強

く見られたが、19 世紀～20 世紀前半の、タ

ミル・ナードゥ地方を中心としたインド南東

部の商人や労働者の交易、移住が、建築、都

市の形成に影響を与えていることが明らか

になり、華人とアラブ系やインド系商人との

混住、住み分けの実態も明らかになった。 

 東南アジアの都市、建築については、これ

まで植民地時代の西欧による都市計画の影

響や、華人によるショップハウスの形成とい

った点が主たる視点となっていたが、インド

系移民によるインパクトの実態を具体的に

明らかにした点に本研究の意義がある。 

 本研究を踏まえ、東南アジアの都市、建築

におけるインド系移民のインパクトと、それ

によって形成された都市、建築の空間的特質

をさらに実証的に明らかにしていくことが

今後の課題である。 
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